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序

大宰府条坊は、大宰府政庁を中心に整備きれた奈良時代から平安時代

にかけての計画都市であります。大宰府条坊跡については、現在まで数多

くの調査が行われ、次第にその全容もわかりつつあります。

今回の報告書は通古賀交差点周辺で行われた発掘調査の成果をまとめ

たものです。丸太を剥り貫いて作られた、珍しい平安時代の井戸の内部か

らは、官人などが身につける石帯が見つかり、身分の高い人が暮らしてい

たことが想像されます。

本書が学術研究はもとより文化財への理解と認識を深める一助とな

り、広く活用されることを心より願います。

最後になりましたが、文化財に対してご理解頂きました皆様をはじめ、

関係諸機関の皆様方に心よりお礼申し上げます。

平成17年 3月

太宰府市教育委員会

教育長関敏治



例言

1 .本書は太宰府市通古賀 2・ 5丁目で行われた大宰府条坊跡の発掘調査報告書である。

2. 遺構の実測には、国土調査法第11座標系を利用した。したがって本書に示きれる方位は特に注記の

ない限り G.N. (座標北)を示し、本文中に記きれる遺構の角度もこれを基準としたものである c

3. 遺構の実測及び写真撮影は各担当者および谷由紀子、上村英士(現筑後市教委)が行った。

4. 遺構の空中写真撮影は空中写真企画(代表壇睦夫)が行った。

5. 出土した鉄製品の保存処理は下川可容子、安芸朋江が行った。

6.遺物の実測は森田レイ子、宮崎が行った。

7.遺物の写真撮影はフォトハウスおか(代表岡紀久夫)が行った。

8. 図の浄書は宮崎が行った。

9.本書に用いた分類は以下のとおりー

陶磁器…… f大宰府条坊跡XVJ (太宰府市の文化財第49集)2000 

土器……… I大宰府条坊跡11J (太宰府市の文化財第 7集) 1983 

10. 本書の執筆および編集は、宮崎が担当した。
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l大野域跡
2岩屋城跡

3陣/尾遺跡
4筑前国分寺跡

5辻遺跡
6国分怯本遺跡
7筑前回分尼寺跡

自国分千是町遺跡
9御笠団印出土地

10.水域跡 19.原口遺跡

11.大宰府政庁跡 20ー篠極遺跡
12.観世音寺 21.前回遺跡

13遠賀団印出土地 22宮ノ本遺跡

14大宰府粂坊跡(破線内)23.雛川遺跡
15.君畑遺跡 2.1.フケ遺跡

16般若寺跡 25.尾崎遺跡

li市ノ上遺跡 26.脇道遺跡
18神/前窯跡 2i霞域戸遺跡

28.興l塚遺跡
29唐人塚遺跡

30.峯遺跡
31.桶岡山遺跡

32太宰府天満宮{安楽寺跡)
33.浦峻跡

3.1原遺跡

Fig.l 太宰府市およびその周辺遺跡位置図 (1/30000)
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I、遺跡の位置と歴史

太宰府市は、北に四王寺山、北東に宝満山、南に背振山地東端の天持山に固まれ、きながら盆地的な

様相を示している。これらの山々が途切れている北西に福岡平野が、南東に筑後平野が広がっている c

二つの平野に挟まれた狭い平地を古代には官道が、現代では鉄道や高速道路が通り抜け、今も昔も交通

の要衝となっている。

これらの山裾に位置する佐野地区や国分地区には低丘陵が続き、その丘陵一帯や縁辺部では、旧石器

時代から古墳時代にかけての集落や遺物が確認、されている。旧石器時代の遺物は、市西部の大佐野地区

脇道遺跡で約1500点の剥片が出土したほか市内各所で散発的に旧石器が出土している。縄文時代になっ

ても遺構の発見例は多くはないが、前田遺跡などでは竪穴住居が検出され、低丘陵に集落があった可能

性も考えられる。また、古代の条坊域にあたる平野部でも縄文土器が散発的に出土している。今回の報

告現場周辺でも第106・141次調査で僅かに縄文土器が出土している。弥生時代から古墳時代にかけての

集落は、縄文時代に遺構が確認される地域と重なり、国分松本遺跡では嚢棺墓群が確認きれ、前田遺跡

などでは竪穴住居が重複した状況で集落跡が確認されている。古墳時代には、宮ノ本遺跡の丘陵で、内

部主体が割竹形木棺で鏡を副葬する古墳をはじめ、前期を中心とした古墳群が営まれている。 5世紀に

帆立貝形の前方後円墳である成屋形古墳や6世紀後半の陣ノ尾古墳などが市北西部に築カ通れているが、平

野部で集落などの遺構が確認されることは少なく、大規模な生活圏があったとは言い難〈、福岡平野と

筑後平野に大規模集落の狭間に位置したことが窺える。

古代にはこの狭い平野の北端に大宰府政庁を置き、前面にいわゆる大宰府条坊と呼ばれる都市が整備

きれた士その規模は南北22条、東西12坊におよび、南辺部は筑紫野市まで広がっている。今回報告する

地域では、過去十数か所発掘調査が行われ、周辺の調査(太宰府市の文化財第30集)では、東西南北に

走る溝が検出され、条坊痕跡として右郭条坊を考える上で貴重な所見を得ることができている。

中世になると観世音寺や太宰府天満宮などかつての条坊域の東部へと遺構は広がり、宝満山を含め寺

社を中心にその周辺一帯で高い密度で遺構が展開している。

近世の太宰府は太宰府天満宮を中心に集落が形成され、今回報告する通古賀は、二日市から博多へ抜

ける日田街道が通り、街道筋の集落として形成されたものである。集落の周囲に広がる田圃の畦畔は条

坊痕跡を残すものとして条坊研究に欠かせないものであったが、近年は宅地開発が進み田畑は数少なく

なり、かつての面影を全く残していない=

11、調査体制

(昭和63/1988年度)・・・第70次調査

総括 教育長 藤寿人

文化財係長

主事

西山義則 (63年12月 1日-)

花田勝彦(-63年11月30日)

関岡勉 (63年12月 1日-)

鬼木冨上夫

阿部大治 (63年12月 1日-)

白水伸司

川原和典(-63年11月30日)

庶務 教育部長

社会教育課長

q
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調査 技 自市

技師(嘱託)

山本信夫

狭川真一

緒方俊輔(調査担当)

山村信条

(平成 8/1996年度)…第187・188次調査

総括 教育長 長野治己

庶務 教育部長 小田勝弥

調査

文化課長

文化財保護係長

文化振興係長

主任主事

主事

技術主査

主任技師

技 師

技師(嘱託)

(平成16/2004年度)…報告書発行

総括 教育長

庶務 教育部長

調査

文化財課長

保護活用係長

調査係長

事務主査

主任主事

主任主査

技術主査

主任技師

技師(嘱託)

111、調査および整理方法

津田秀司

和田敏信

大田重信(-8年 6月30日)

田中利雄(8年 7月1日-)

阿部大治 川谷豊

今村江利子

山本信夫

狭川真一 城戸康利 山村信条 中島恒次郎

井上信正

高橋学

宮崎亮一(調査担当)

下川可容子 森田レイ子

閥敏治

松永栄人

木村和美

久保山元信

永尾彰朗

藤井泰人(-6月30日)

斎藤実貴男(7月1日-)

大石敬介

城戸康利

山村信築 中島恒次郎

井上信正

下川可容子

渡遁仁

高橋学 宮崎亮一

森田レイ子 柳智子

長直信 松浦智(7月1日-)

調査および整理方法については、『佐野地区遺跡群 1J (太宰府市の文化財第14集 1989)、f太宰府市に

おける埋蔵文化財調査指針J(太宰府市教育委員会 2001年 9月改訂)に基づいている。

第70次調査はノ〈ックホーによって、遺構面まで表土を除去し、確認できた溝等の掘削を行ったが、比

-4-



Fig.2 報告地点およびその周辺調査位置図 0/3000)

較的新しい時期であったため、 トレンチを設定し、パックホーによって掘削し、これらの地盤の状況の

把握、遺物の採集を行った。この調査区が氾濫原であることが判明したため、遺構図等は作成していな

い。第187調査は、バックホーにより試掘を行い、遺構の存在する範囲を確定し、その後バックホーによ

り遺構面まで表土を除去し、発掘調査を進め、国土座標を基準に遺構図等を作成した。遺構全体図およ

び土層実測図は 1/20で作図した。第188次調査は、 トレンチ調査であったため、調査の安全上支障が無

い深きまでパックホーによって掘削し、その後人力で精査した。土層実測図を 1/20で作図し、全体配置

図兼略測図は平板測量で行った。

整理について、貿易陶磁器は I大宰府条坊跡xv-陶磁器分類-Jに基づいて分類し、出土遺物一覧表

に分類と破片数を掲載したのみで、実測図の掲載を行っていないが、分類不明なものや出土が稀な陶磁

器について実測図を掲載した。

「
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IV、調査報告
宵灰色土

1 .第70次調査

(1) 調査に至る経過

調査地は太宰府市通古賀字北橋403他(現在、通古賀 2丁目・ 5丁

目)である。鏡山猛条坊案右郭 9条 4・5坊に位置する。

観世区画整理に伴い、通古賀交差点から大宰府政庁跡前面につな

がる道路の新設に先立ち、発掘調査を行った。調査は昭和63(1988) 

真面歩土

暗茶灰色土

演灰色i't

潤または宵灰色土

Fig.3 第70次調査基本層位

年 2月12日から開始した。調査を進める中で調査地の基盤が氾濫原であることが確認されたため、調査

終盤に調査区中央にトレンチを設定し、淡灰色砂をパックホーで掘り下げ、包含する遺物を採集し、昭

和63(1988)年 3月 1日に調査を終了した。調査面積は約400m2を測る。調査は緒方俊輔が行った。

(2) 基本層位

基本層位は、上位からコンクリート基礎などを含む真砂土と青灰色土、暗茶灰色土、淡灰色砂である。

暗茶灰色土は細分すると上位はやや粘質で、大きな撹乱と溝などが確認される。淡灰色砂の上位は錆色

をしている。

(3)検出遺構

氾濫原

70SX001 

対象地では表土である真砂土除去後、暗茶灰色土に掘り込まれた窪みや溝が多く確認できたが、その

ほとんどが青灰色の埋土で、近世以降の土地の耕作や改変に伴う掘削と推測された。暗茶灰色土の下層

は、淡灰色砂で人為的な痕跡が確認できず、調査区全体が氾濫原であることが確認できた。そこで氾濫

原の時期特定のため、淡灰色砂層にトレンチを設定し包含する遺物を採集した。淡灰色砂の深きは1m以

上で多くの遺物とともに木片も混じっていた。

(4) 出土遺物

淡灰色砂上面土届出土遺物 (Fig.4、Pla.10) 

淡灰色砂の上面には暗茶灰色土や青灰色土が覆い、それらに溝状の掘り込みや撹乱が見られ、遺構番

号を付して遺物は取り上げた。その遺物のうち、陶磁器はC・D期(11世紀後半-12世紀後半)のものが

最も多い。それ以後の遺物も少量出土している。ここではそれら13世紀以降の遺物を中心に報告する。

土師器

小町、a(1) 復元口径8.0cm、小皿bに近1.， '¥0 S-47出土。

町、b(2) 体部は外聞き。器面調整は摩滅し不明だが水挽きとみられる。復元底部径8.6cm。撹乱出土。

小皿a(4 -10) 復元口径7.8-9.0cmo 7 . 8は撹乱、 9はS-83、10はS-47出土。

小皿b(3) 口径6.0cmでほぼ完形。底部糸切り、内面底部はナデ、体部は回転ナデ。青灰色土(東側)

出土。

土師質土器

鉢 (ll) 口縁部で、端部内面は僅かに肥厚している。内面ハケ目調整。青灰色土(中央)出土。

6
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Fig.4 第70次調査淡灰色砂上面土層出土遺物実測図 0/3、19は1/2)

羽釜 (12) 内面ナデ、外面ヨコナデ。鍔の下面に煤が厚く付着している。鍔部分の径6.8cm。青灰色

士(中央)出土。

須恵質土器

斐(13) 内面はへラケズリ、口縁端部はヨコナデ、外面は平行する叩きのあとヨコナデを行う。胎土

は暗灰色で 1-2mm程の白色砂粒が混じる。 S-43出土。

緑軸陶器

皿(14) 紬は薄緑色で光沢がある。外面は斑点状に粕の濃い部分がある。胎土は精製され、焼成は硬

質。近江産か。青灰色土出土。

灰軸陶器

1Ill.c (15) 内面底部の中央付近は露胎、外面は高台外面に斑点状に僅かに紬が残る。紬は緑灰色であ

る。復元高台径6.7cm。黒笹90号窯式のものか。 S-5出土。

長沙窯系青磁

椀(16) 体部下半は露胎。高台畳付けに目跡が残る。内面底部付近に点で露胎している部分があり、

重ね焼き時の目跡とみられる。高台径5.0cmo S-36出土。

国産磁器

-7-
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椀(17) 薄く施軸し、内外面に濃青色で施文している。 S-15出土。

椀×皿(18) 内面に淡青色の文様を施している c 復元口径14.8cmo S-17出土。

第70次調査淡灰色砂(中央)出土遺物実測図 1Fig.5 

石製品

スクレイパー (19) 端部は細かい調整を行っている。安山岩製。撹乱出土。

外面は工具によるケズリ痕跡と使用時のキズが残る。内面はケズリ目が残っていない。鍔石鍋(20)

部分の径は27.2cm。滑石製。 S-47出土c

淡灰色砂(中央)出土遺物 (Fig.5-8、Pla.9.10)

トレンチを設定し遺物採集を行ったため、遺物量は非常に多L、。その中でも瓦が多く出土しているが、

摩滅が非常に著しい。陶磁器も同様に物凄い量の破片が出土しているが、第III章で述べたとおり、陶磁

器分類をもとに分類し、その破片数を一覧表で記載することとした。氾濫原と L寸遺構の性格から、

8
 



こでは、最終埋没に近い時期の遺物で珍しい遺物や不明な遺物、陶磁器以外の搬入品などを中心に報告

することとした。

須恵器

円面硯(1 ) 山部径8.6cmo 硯面は若干滑らかになっている c 脚部が欠損しているため、透かしの状

況は確認できなL九

大斐 (2 -3 ) 大窪の二重口縁である。 2の外面には波状沈線が施されている。それ以外の器面は回

転ナデ調整きれている 3は外面の一部は格子叩きの後に波状沈線を施している c それ以外の端部や内

面は回転ナデ調整D

壷e(4-5) 4の外面は叩きのあと半円状の突帯を 2条巡らしている 5の外面は叩きのあと三角

形の細い突帯を巡らし、回転ナデ調整している。内面は当て具痕を頚部接合時の回転ナデで消している。

鉢 (6-8) 口縁部を肥厚させている。内外面とも回転ナデ調整している c 6は復元口径22.0cm、内

面にへラ記号のよフな刻線が入る。 7は復元口径23.8cm。内面に煤のような炭化物がうっすら付着して

いる 8は復元口径23.0cm。全て篠窯系。

土師器

小皿a(9 -29) 復元口径7.2-10.0cm。底部はへラ切りのようなものもみられるが、明確に確認でき

るものは糸切りである。

小皿b(30・31) 小町、との区別は難し¥，."¥0 底部糸切り。 30は体部中位で僅かに屈曲している。

Iイ、a(32-36) 復元口径12.0-14.8cm。全体的に摩滅が目立ち、確認できるものは全て底部糸切り。

35・36は体部が不自然に屈曲し、水挽きで成形したような感じさえ窺える。

小者(37) 摩滅が著しく全形を想像するのは難しいっ胎士は明糧灰色で精製きれているさ体部最大径

6.1cm。

瓦器

椀c(38・39) 38は体部中位が押し出しによって僅かに肥厚している。内面は滑らかであるが、 ミガ

キの細かい痕跡は残っていなL九底部には低い三角形の高台が付く。復元高台径6.2cmc39は内面にミガ

キcを施し、底部にはやや外聞きの安定感のある高台を付ける。復元高台径6.2cmc

須恵質土器

鉢 (40-61) 40-46にかけては口縁端部が直口縁もしくは方形に近い形で仕上げられている，，44は内

出に細かいハケ目、外由ーに指頭圧痕がみられる。 45は片口の鉢 47-58は口縁端部を肥厚させ、三角形

状をなし、 58のようにさらに端部を内側上方に引き出しているものもある。外面は回転ナテ二内面は回

転ナデもしくは斜方向のナテ二 59は底部回転糸切り。内面底部は不定方向のナデ、その他は同転ナテ二

60の底部は粘土板そのままの未調整。内面底部ナデ、その他は回転ナテ二 61は口縁形態が特殊なもので、

内面横方向のナデ、外面は工具によるケズリ。

瓦質土器

鉢 (62-65) 62・64は内面に細かいハケ目が施きれ、外面に指頭圧痕が僅かに残る。 65は底部で、内

面に組¥，."¥ハケ目を施している。外面は摩滅し僅かに指頭圧とハケ目が確認できる C

摺鉢 (66) 内面をハケ日調整した後摺り目を施している。

風炉 (67) 復元U径37.3cmo頚部外面には押し型文が巡らされている=体部には透かしの痕跡が僅か

に確認できる。

獣脚 (68) へラ工具により面取り調整している。胎土は僅かに砂粒を含むが精製きれている。色調は

茶灰色で、端部にいくほど黒褐色を呈する。

-9-
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Fig.7 第70次調査淡灰色砂(中央)出土遺物実測図 3(1/3) 

緑紬陶器

椀×皿 (69) 暗黄緑色の軸が薄く残っている。高台内面および畳付には施軸されていない。高台径6.3

cmでケズリ出している。

灰軸陶器

皿 (70) 灰緑色の軸を厚めに施している。高台は貼り付けで径6.3cm。内面底部は施糊されていない。

白磁

小査 (71) 瓜割型の上下を合わせて作られたもので、体部中位で上下接合している。肩部には押し型

文様が施きれている。外面は施軸されているが、内面は指先でナデられている。胎土は灰白色で精製さ

れている。軸は乳白色で半透明、軸が十分に融けていないように見受けられる。

合子蓋 (72) 径6.0cm。上面には型押しの文様が施きれている。胎土は乳白色で精製きれ、軸は透明

の方、ラス質。

白磁破片 (73) 人形の一部か。外面施柏、内面は押型でナデ。胎土はやや茶色味を帯びた乳白色て¥

やや粗い。軸は黄色味を帯び、剥落が目立つ。

青白磁

椀 (74・75) 74は外面にへラ状工具で縦長格子状の文様を施す。内面もへラと櫛目によって施文して

いる。軸は淡い灰青色味を帯びて透明である。 75は復元口径17.0cm。内面には型押しの文様が施きれ、

口縁端部の軸を拭取っている。

朝鮮系無柚陶器

広口査 (76. 77) 76は端部を外反させる。内外面回転ナデ、頚部にへラで 2条の波状文を施す。 77は

内外面回転ナデ調整。

瓦類

文字瓦 (78-81) 格子目に文字を刻み日料、た平瓦。 78は「佐Jo79は「賀jの左文字。 80は「賀茂J。

81は「安楽寺J。

平瓦 (82. 83) 82は格子内に三角形を刻んだもの。 83は細い格子に円形の刻み込みがあるもの。

埠 (84) 無文で、各面工具による粗いナデ整形が行われている。胎土は 2mm前後の白色砂粒を多く

含む。還元焼成している。

石製品

石鍋 (85) 耳の部分で、内外面とも工具によって削り出した痕跡が残る。口縁平坦部と内面に若干傷

が残る。滑石製。

砥石 (86) やや赤味を帯びた茶灰色の扇平石で、一部の面が滑らかであるため砥石として使用された

-11-
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Fig.8 第70次調査淡灰色砂(中央)出土遺物実測図 4(1/3) 

ものと推測されるが、明確には言い切れない。縦4.9cm、横3.5cm、厚き0.5cm。

石鎌 (87) 縦2.65cm、横1.6cm、厚き0.4cm。安山岩製。

淡灰色砂(西側)出土遺物 (Fig.9、Pla.10) 

土師器

小皿a(1-3) 復元口径8.7-9.2cm。

小皿b (4・5) 体部は僅かに丸味を持っている。調整は摩滅し不明。

長沙窯系青磁

壷(6 ) 内面は回転ナデで施軸きれていな¥"。外面は型押しの葡萄文様を貼付けている。紬は埋没環

境の影響なのか淡青緑色の付着物が付いているが、基調は黄色で文様の一部に褐軸をかけている。胎土

は明茶灰色でキメは組く粒っぽい。若干白色砂と褐色物質を含む。

中国陶器

査(7・8) 7は黄褐色~暗緑褐色で部分的に厚く施軸されている。胎土は暗灰色~時紫色で精製さ

れている。復元口径10.0cmo B群。 8は口縁部を丸く外反させたもの。軸は薄〈施軸され、暗灰緑色で光

沢はない。内面は施紬したものではなく、流れ込んだものとみられる。口縁部で部分的に紬が剥げてお

り重ね焼きの可能性がある。胎土は灰色~茶灰色で、白色砂と黒色物質を含むが精製されている。復元

口径10.6cmo B群。

耳壷(9 ) 耳は欠損しているが縦耳とみられる。柑は明茶色の不透明紬を薄〈施すc 胎土は茶灰色で

白色砂や褐色物質を含むが精製されている。復元口径6.8cmo B群。

内
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Fig.9 第70次調査淡灰色砂(西側)およびトレンチ淡灰色砂出土遺物実測図 0/3)

縄文土器

鉢(10) 口縁部は僅かに波状になり、その高い所に穿干しがあり、それを中心に刻み目を施している。

胎土は黒茶色を呈し、 2-3mmの砂粒を多く含む。

淡灰色砂(トレンチ)出土遺物 (Fig.9)

瓦質土器

火鉢 (11) 復元口径29.8cm。僅かに内湾する口縁部近くの外面に花文スタンプが施されている。胎土

は黄灰色で 1mmほどの砂粒を少量含む。東側 2トレンチ出土。

斐(12) 復元口径25.4cm。内面の器面は、凸凹になっている。焼成時にできたものか。外面肩部はな

で肩状態で、叩き痕跡が残る。口縁端部はヨコナテユ胎土は白灰色で僅かに砂粒を含み、内外面は暗灰

色を呈する。東側 3トレンチ出土。

(5)小結
調査地の北側一帯は調査開始以前の1980年に試掘した所見によって、氾濫原が広がっていたことは確

認されていたが (r条坊跡11J 1983)、さらに南側に広がっていたことが判明した。氾濫原の埋土である

淡灰色砂から、白磁IX類や龍泉窯系青磁111類などF期(13世紀中頃-14世紀初頭前後)の遺物が出土して

いること、淡灰色砂の上層、つまり表土直下で確認きれた溝状の掘り込み等から大宰府編年XIX期の土

師器の杯bや小皿bが出土しているため、およそ14世紀初頭頃に最終埋没したと推測きれる。出土する瓦

などが著しく摩滅していることから遠方から流されてきたことは間違いなしこの上流に位置する政庁

およびその周辺の官街群、そして観世音寺などの古代大宰府の主要な遺跡からの遺物が流され堆積した

ものと考えられる。

また、この調査地において、氾濫原埋没後の14世紀以降の建物跡など人々が生活した痕跡は確認でき

ず、 14世紀以降耕地などになっていた可能性が考えられる。

qu 
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Fig.10 第187次調査遺構全体図 0/150)

2 .第187次調査

(1) 調査に至る経過

調査地は太宰府市通古賀 2丁目404で、当地は鏡山猛氏推定条坊復原案の右郭 9条 5、6坊に位置する。

平成 8 (1996)年 5月23日に、都府楼地所から陶山猛、金丸美代子、岩瀬愛子、陶山芳夫、陶山明宣、

橋田京子所有の土地について、 RC4階建の会社事務所の建設計画に先立ち、埋蔵文化財の有無について

照会があり、周辺の調査結果から遺跡の存在が確認されているため、発掘調査を行うこととなった。表

土剥ぎに先立ち試掘調査を実施し、東半分は氾濫原であったため、遺構が確認された西半分について発

掘調査を行った。発掘調査は開発者の費用負担によって1996(平成 8)年12月3日から1997(平成 9) 

年 1月9日にかけて実施した。調査対象面積1311m2、調査面積173m2を測る。調査は宮崎亮一、狭川真ー

が行った。

真砂土

(2)基本層位

区画整理事業による整地(真砂土)が約0.5m、その下に黒色粘

質土の耕作土が約O.lmあり、遺構面を覆うように灰褐色土がみら

れる。

黒色粘土{緋作土}

/ にメベ
灰褐色土 s (遭傭)
{遭栂倹出時の土眉)

Fig.11 第187次調査基本層位

A
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Fig .12 第187次調査SE030遺構実測図 0/40)

(3)検出遺構

井戸

187SE030 (Fig .12、Pla.3-5) 

丸太くり抜きの井戸枠を用いた井戸である。掘り方は南北直径2.85mの不整円形であるが、その中にさ

らに東西1.56m、南北1.76mの不整円形の掘り方を検出した。掘り方の中央付近に南北0.8m、東西0.88

m、深き 1.lmてーやや楕円形をした丸太くり抜きの井戸枠がある。井戸枠は内径0.68-0.82m、厚き0.04

mで、深き0.52mを測る。井戸枠は南側の 2/3は残りがよく、北側は辛フじて残っている状態である。

くり抜きの井戸枠は東西 2箇所に隙聞があり、それを境に北と南では形状が異なることから、丸太を

l本そのままくり抜いたものではなく、縦割りにしてくり抜き、南半分と北半分では違う個体を組み合わ

せたか、もしくは、同一個体でも一部削除して使用したものと考えられる C 井戸枠の南側下部には0.07

m前後のやや大きめの石があり、その上に井戸枠がのっている状態であるが、北側は井戸枠の残りが悪〈

不明瞭で‘ある。

また、井戸枠内には、井戸底から0.5mの位置から径0.05-0.1m程の川原石を敷き詰め、その敷き詰め

た石の中央やや北寄りには南北0.52m、東西0.56mの円形の空間があった。その空間には上層に灰色粘

土、その下に暗灰色砂喋層が自然堆積していたc この空間は曲物が置かれていた痕跡と推測され、川原
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h
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4.灰褐色砂

Fig .13 第187次調査SK001および溝土層実測図 (1/40)

石は曲物の裏込め石と考えられる。裏込め石と曲物痕跡の上には、灰色砂が覆っていたことから、井戸

全体が埋没する直前には、曲物等はすでに埋没していたと推測きれる二

井戸底までの深さは遺構検出面から約1.2mで、現在は湧水していないが、砂利層や砂層を貫いており、

当時はこれらの層が湧水層であったと考えられる。

土坑

1878K001 (Fig .13) 

長軸1.9m、短軸1.4m、深さO.3mの楕円形を呈している c 埋土は灰褐色土である c

溝

18780005 (Fig.13、Pla.6)

長さ4.2m、最大幅O_7m、深さO.5mを測り、北に向かつて幅は狭くなる C 埋土は大きく灰褐色土と灰

褐色砂の 2層に分かれ、上層の灰褐色土に細かく割れた土師器が充満していた。方位はN-303'10"-E。

18780010 (Fig.13、Pla.6)

検出長5_1m、最大幅O.8m、深きO.3mを測る C 北側は氾濫原によって切られている c 南側は調査区外

に続いている。方位はN-3051' 42"-E。埋土は暗灰褐色シルト層の下に黒灰色砂質土の2層である。

18780015 (Fig .13) 

検出長3.6m、最大幅1.25m、深さ約O.2mを測る。検出段階で東寄りにぼんやりと埋土の違いが確認で

きたが、掘り進んでいく限りでは明瞭な違いは確認できなかった。しかし、底面が他と異なり、土坑状

の深い部分が確認できたことや遺構の形状から土坑の可能性も考えられる。方位はN-5030'l"-W。

18780025 

検出長2.2m、最大幅約O.9m、深きO.3mを測る C 北側は氾濫原によって切られている SD005の延長

にあり、連続土坑的な溝と考えられる。方位はN-608' 48" -W。

戸
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その他の遺構

187SX020 

周辺の発掘調査から、調査区付近の東側は、御笠川の氾濫原が広がることがわかっていたが、表土剥

ぎの段階で試掘したところ予想通り氾濫原が確認できたため、調査は行っていなL九遺構残存面からな

だらかに段落ちが始まり、氾濫原が広がっている=

(4) 出土遺物

井戸

187SE030灰色土出土遺物 (Fig.14、P1a.11) 

土師器

小lillc(1 . 2) 1は口径12.3cm、器高2.1cm、高台径6.6cmc 焼成が良好のため内面の不定方向ナ

デ、外面の回転ナデ調整が明瞭に確認できる 2は口径13.2cm、器高2.6cm、高台径7.8cm。内湾する

細い高台が付く。

椀c(3・4) 3は復元高台径8.6cm、低〈外聞きしている。 4は復元口径12.9cm、器高5.0cm、復

元高台径9.1cmc 体部は内湾しながら立ち上がる。

斐 (5 ) 復元口径15.1cmo 体部外面上部はヨコナデ、下部は指頭圧で調整後、二次焼成によって煤が

付着している。内面上部は滑らかだが、底部は使用したためか、器面が粗れている。

187SE030黒色土出土遺物 (Fig.14、Pla.11) 

土師器

町、a(6) 摩滅しているが、底部はへラ切りか。体部の欠損部分の摩滅も著しいため、小皿の可能性.

も考えられる c 復元底部径6.0cm。

灰軸陶器

長頚査(7 ) 頚部付近の破片で、復元頚部径7.2cm。内外面はヨコナデの後、全体的に薄く施軸して

いる。柑調は薄い緑灰色で光沢がある。内外面とも部分的に柑が剥落している。頚部と肩部との境に軸

が溜まっている。胎土は目立った砂粒もなく精製されている。

187SE030灰色砂出土遺物 (Fig.14) 

土師器

鉢(8 ) 復元日径32.6cmc口縁部の小破片で全形の復元は若干無理があるかもしれない=内外面とも

ヨコナデ。 [J縁端部内面に一部黒斑がある C 胎土は3-5mm程の砂粒を多く含み組い。

石製品

平玉石(9 ) 大きさは2. 6cm x 1 .9cm、厚き0.4cm。楕円形で全面研磨したとみられ、片面に引っか

いたような傷がある。

187SE030灰色粘土出土遺物 (Fig.14)

土師器

椀c (10) やや丸味を持った体部に高台が付く。

斐×鉢 (11) 口縁端部の小破片で、復元口径35.5cm。端部は強いヨコナデで、外反している c 端部内

面の器面がやや粗れている c

187SE030暗灰色砂傑出土遺物 (Fig.14、P1a.11)

土師器

町、a(12・13) 12は復元底部径7.2cmc外面底部に板状圧痕が残る。 13は体部と底部の境に段が付L、て

-17-
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Fig .14 第187次調査SE030・SK001出土遺物実測図 (1/3、 9・17-24は1/2)

いる。内面ナデ、底部外面はへラ切り未調整。

椀(14) 復元口径12.4cm。口縁部が若干肥厚し僅かに外反する C

椀c(15) 復元高台径8.1cmo 内面ナデ。

-18-



石製品

石帯巡方(16) 3 . 5 x 3 . 6cm、厚き0.65cmc色調は濃暗緑色。全面研磨しているが、裏面には自然面

が一部残っている c 裏面の周縁は面取りしている。裏面に紐穴が 4ヶ所開けられている c

平玉石 (17-24) 大きさが1.0-1.7cmc色調は淡灰色、薄小豆色、白色、薄青緑色、暗緑青色などで

ある O 色調と大きさともに不均等で、あるが、すべて研磨されている 3

1878E030明灰色土出土遺物 (Fig.14) 

土師器

杯a(25・26) 底部の小破片で、底部へラ切り c

瓦加工品

瓦玉 (27) 2.7X2.9cm、厚さ2.2cm。色調は薄い灰色を呈する。

土坑

1878K001出土遺物 (Fig.14) 

土師器

小皿a(28) 復元口径10.6cm。体部中位で若干屈曲している C

小lID.c(29) 復元口径13.8cm、器高3.2cm、復元高台径7.1cm。高台は高〈外聞き。胎土は灰燈色で、

0.5mm程の白色砂粒と赤茶粒を少量含むが、精製されている。底部へラ切り未調整。

!fa (30・31) 両方とも底部と体部との境は僅かに丸味を帯びる。30は復元底部径6.4cm。底部外面に

板状圧痕が残る。 31は底部へラ切り未調整。

緑紬陶器

椀c(32) 復元高台径7.6cm。軸は光沢のある緑色で透明感があり、斑点状に濃い部分がある。胎土は

灰白色の土師質で精製されている。

瓦類

平瓦 (33) 格子叩きに「井」の文字がみられる。欠損しているが「平井Jと刻された文字の一部であ

る。

溝

18780005出土遺物 (Fig.15、Pla.11) 

土師器

小lID.a(1 -17) 復元日径8.7-11.1cm、平均9.76cm、器高0.8-1.8cm、復忌底径6.6-8.4cmこす

べて底部へラ切り調整c

椀c(18、19) 18は復元高台径6.9cmc19は内面ヨコナデ、その他は摩滅。体部に丸味を持ち、外聞き

の細い高台を付ける。復元高台径7.5cm。

丸底町、 (20) 復元口径16.1cmc外面はヨコナデ、その他は摩滅。

土製品

輔羽口 (21) 復元直径6.0cm、中央に直径2.5cmほどの空洞を開けている。空洞は棒のような円柱の

型に粘土を巻いて作ったとみられ、空洞は型をはずしただけで、ナテーなどは施していない。加熱によっ

て先端部に行くほど樟色、明灰色、暗灰色と変色し、もろくなっている。

18780010出土遺物 (Fig.15) 

土師器

小皿a(22) 復元U径10.8cm、器高1.8cm、復元底径6.4cm。体部中位で僅かに屈曲している。底部

外面に板状圧痕が僅かに残る=
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Fig .15 第187次調査溝及び灰褐色土出土遺物実測図 0/3)

町、a(23) 体部と底部境はやや丸味を帯びる。底部へラ切り。

椀c(24) 復元高台径8.2cm。体部より底部が薄〈仕上げられている。細い高台を付ける。

丸底杯 (25) 復元口径15.0cm。内面はやや滑らかになっているため、ミガキbを施していたとみられ

る。外面底部は指頭圧痕が残り凸凹している。

須恵質土器

鉢 (26) 口縁端部が玉縁状になっている。焼成は悪〈、灰白色の土師質になっている。

18780015出土遺物 (Fig.15) 

土師器

杯a(27) やや不明瞭だが、底部へラ切りとみられる。

椀c(28) 復元高台径7.8cm。底部の外側に外聞きの高台を付ける。

18780025出土遺物 (Fig.15) 

土師器

nu 

n
/』



小皿a(29) 復元口径10.0cm、器高1.lcm、底径6.8cm。

椀c(30) 体部下半は若干凹凸があり、指頭圧痕とみられる。三角形の高台が付~...ている c 復元高台

径8.2cm。

丸底杯 (31) 復元口径16.2cm、器高2.8cmc 全面摩滅しているが、外面下半部には押し出しの際の指

頭圧のような凸凹が僅かにみられる。

その他の遺構

灰褐色土出土遺物 (Fig.15) 

緑軸陶器

椀c(32) 復元高台径8.2cm。軸は薄い緑色で透明感があって光沢がある。部分的に斑点状に緑色が濃

い所がある。全面施軸されているが、高台畳付は剥落したとみられる。内面の軸も部分的に剥落してい

る。胎土は灰白色の土師質で、精製きれている c

土製品

土錘 (33) 長き4.4cm、径1.0cm。中央に径0.02cmの干しが開けられている。

(5)小結

各遺構の時期と若干の所見についてまとめると以下のとおりである。

1878E030 

丸太くり抜きの井戸枠を用いた井戸。この調査区の北西200mで行った第17次調査でもくり抜きの井戸

枠が確認されている。また、曲物の周囲を川原石で敷き詰めるという珍しい方法で作られている。条坊

内で見つかる他の井戸に比べ、出土する遺物量が少ないが、それらの遺物から最終埋没時期は土師器の

小皿aが出現する直前のVIII期頃と推測される。

1878K001 

遺物量が少ないため、時期決定は難しいが、最終埋没時期はおよそ平安時代中期と推測される。

18780005・015・025

SD005とSD025は僅かに分断されているが、一連の溝とみられる。埋没時期も同じく XI.XII期頃と推

測される。 SD015に関しては、土坑とも言える溝であるが、 SD005の延長上にあるため一連の溝と考える。

SDOIOと平行するため2条の溝が南北道路の側溝て¥その間約3.5mが道路と推測される。

18780010 

遺物量が少ないため、時期決定は難しいが、最終埋没時期はおよそX.XI期頃と推測される c 南北道

路の東側溝と推測される。

-21-
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3 .第188次調査

(1) 調査に至る経過

調査地は太宰府市通古賀 5丁目409-1他で、右郭 9条5坊に位置す

るc 1996 (平成 8)年 8月12日に永田建設側から陶山馨氏所有の土

函 ト よ ザ

地について、建物建築に先立ち、埋蔵文化財の取り扱いについて照

会があった。 1996(平成 8)年10月29日に試掘調査を行い、東西に Fig.17 第188次調査基本層位

走る溝状の遺構が確認された。その後、事務所または倉庫用地にする予定になり、溝状遺構の性格を把

東トレンチ

表土(緋作土を含む)
黒灰色土

灰褐色土

握するため、 1996(平成 8)年12月3日から12月22日にかけて、道路を挟んだ大宰府条坊跡第187次調査

と平行して発掘調査を実施した。調査は宮崎亮ーが担当した。調査対象面積900m2、調査面積63m2を測る。

(2) 基本層位

現在は田園が広がっているが、以前はこの調査地を斜めに横切る道路があったため、調査でもその名

残である配管等が見つかり、調査の障害となった。耕作土や道路構築の撹乱層や真砂土の盛土が約1m前

後あり、それを除去したところが遺構面になる。

(3)検出遺構

188SX001 (Fig .18、Pla.7・8)

調査対象地に、東西 2本のトレンチを設定し確認調査を行った。

西トレンチでは南端の立ち上がりとその北側に広がる堆積層が確認された。堆積層は大きく 3層(上

位から黒褐色系土層、灰色系の土砂、砂喋層)に分かれ、その差異は明瞭である。遺物は全ての土層か

ら出土し、持に黒褐色系土層からは多量の遺物が出土している。この黒褐色系土層は幅5.6m、深き0.4m

で南端は急な立ち上がりを示しているが、北端は削平されている。灰色系の土砂層は砂層、シルト層、

砂喋層等が交互に入り組み不自然な堆積も見られるなど、流水があったことを物語っている。これらの

層も南側で立ち上がっている。砂喋層については一部深く掘り下げ確認したが、底面は検出されてない。

この堆積は灰色系の土砂と同じく土砂堆積によってできたものと思われ、重い砂礁が下層に堆積してい

黒褐色土系 3 10 
/ 

し=28.0m
S 

30 

。

うえことレ/./' -_._- 1. 演鳳褐色土 21 乳白色惨 (2-3cm哩の慢倉む}

39 2 鳳褐色土{土留を多量Iこ含む 22.漠灰色シルト

3. 国灰褐色土 23.固反得色惨

4. 鳳褐色土{土竃を多く倉む 24.やや粛色い灰白色鯵 u・かい}

5. やや暗い灰色土 25.瞳灰色惨

L=28.0m 6. 灰褐色土(7に比べ若干・かい土 26 灰色シルト

7. 灰補色土{土包を含む 27.乳白色惨

13 S s: 鳳灰色土{土竃倉む 28.灰褐色シルト

9. 鳳灰色惨 29 買灰色シルト(若干帖土慣を倉む)

10.やや聞い灰色土(良妻じり、 11より闘い) 30.やや闘い原色惨

11.やや・い灰色土 31.灰褐色惨(やや固い灰色惨を含む)

12.やや闘い庚色シルト 32. 灰白色~(・かい)
13.国灰色惨 (12の中の走れ込みか7) 33 灰白色~(.かい惨で灰色惨が翠じる)
14.圃灰色惨 (2cm前後の慢を含む 34.圃灰色@

15.聞原色惨 35.乳白色惨(・を少・2む)

16.やや蘭ばんだ灰色土 36.やや闘い灰色惨(・混じり)

17.岡原色惨(原色シルト含む 37 灰色惨 (2cm前後α漕を倉む)

18.やや貫色い鳳灰色土 38.鳳寮褐色惨{粗い惨)

19.やや貰色い灰色シルト 39.明灰色鯵

20. 筒灰色~ 40.明灰色惨{粗い惨、 2cm前後の・2む)

Fig .18 第188次調査西トレンチ土層実測図 0/70)
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第188次調査西トレンチ出土遺物実測図 0/3)

るものと見られる c 下層ほど鉄分が堆積したような茶褐色砂喋層が見られる。東トレンチでも南端の立

ち上がりが確認され、西トレンチ同様の所見が得られたc

Fig .19 

(4) 出土遺物

188SX001出土遺物

西トレンチ

暗灰色土出土遺物 (Fig.19) 

出土する遺物のうち須恵器と土師器が 5 5の割合で出土する。瓦の出土数は少ない。

土師器

1は復元口径10.4cm、器高0.9cm、復元底径8.0cm。底部へラ切り、板状圧痕残る。

2は底部に丸味があって、体部中位に屈曲があるようにみえる。

皿a(3) 復元口径15.2cm、器高1.7cm、復元底径12.0cmc 底部へラ切り。

椀c(4) 復元高台径7.2cm。細い高台を付ける。

把手(9 ) 若干小きめの把手で、指頭圧の痕跡が明瞭に残る号

器台(10) 脚部で径3.6-3.8cm。縦方向にへラケズリを行う。

小皿a(1・2) 

黒色土器

椀c(5-7) 5は復元底径8.0cm。内面はミガキc、体部外面の下半は回転へラケズリを行う。底部

外面に板状圧痕が残る。 A類。 6は復元口径15.4cmc
内面にミ力、.キc、口縁端部は僅かに外反する c B類C

7は復元底径6.7cm。内面はミ方、キcを行うご B類。

緑軸陶器

椀c(8) 軸は淡い緑色を呈し、部分的に剥落している c 胎土は灰白色の土師質で精製されている。

灰白色土出土遺物 (Fig.19) 
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須恵器

Iイ、c(ll・12) 11は復元口径13.2cm、器高3.9cm、高台径8.1cmc 低い高台を付ける 12は僅かに外

聞きの低い高台が付く=高台径8.7cmc

土師器

不a(13) 復元口径10.2cm、器高1.9cm、復元底径7.6cm。内面底部は不定方向のナデ、外面はヨコ

ナデ、底部はへラ切り。

椀c(14-16) 14は復元高台径7.6cm。台形状のがっちりした高台を付ける。外面底部はへラ切り。 15

は高台径8.2cm、内面底部は不定方向のナデ、その他はヨコナデコ外面底部は凪転へラケズリ後、ヨコナ

デ。 16は復元高台径6.8cm。

東トレンチ

黒灰色土出土遺物 (Fig.20)

須恵器

蓋 3 (1-3) は復元L1径15.2cmc 内外面とも凶転ナデ 2は復元IJ 径1~ .1cmc 外由
a

上下部は凶

転へラケズリ、内面の上半部は不定方向のナデ、それ以外は回転ナデ。 3は復元口径22.0cmc 口縁端部

は三角形を呈する。内外面とも回転ナデ。

蓋4( 4 ) 復元口径15.0cm。口縁端部は沈線状の段差が巡る。内外面とも回転ナデ。

杯c(5・6) 5は復元高台径8.2cm、高台は低いが僅かに外聞き。 6は復元高台径8.2cm、底部と体

部の境に近いところに低い台形状の高台を付ける。両方とも内面は不定方向のナデ、外面底部は回転へ

ラ切り。

土師器

町、a(7) 底部と休部の境はシャープである二底部阿転へラ切りこ復元民律7.5cmニ

椀c(8・9) 8は復元高台径7.4cmc 9は復元高台径7.6cm。高台は三角形に近い低い高台が付く。

内面不定方向のナテ二

丸底町、(10) 復元口径15.0cm。

斐(11) 口縁部はヨコナデ、体部外面縦ハケ、内面は手持ちのへラケズ 1)。復元口径21.0cm。

灰褐色土出土遺物 (Fig.20、Pla.12) 

須恵器

円面硯(12) 山部の径10.6cm、海部外径12.4cmc 脚部に幅 1cm前後の方形の透かし干しがある。

土師器

杯a(13-16) 13は復元底径7.4cm。底部と体部の境はややシャープである。 14から16は底部と体部の

境にやや丸味がある。 14は復元底径9.0cmc 15は復元底径8.3cm"

sIla (17・18) 両方とも器面は摩滅している 17は復元口径17.3cm、器高1.6cm、復元底径14.4cmc

底部へラ切り。 18は復元口径16.4cm、器高1.6cm、復元底径13.3cmc

椀c(19-21) 19は復元高台径9.1cmc20は復元高台径6.4cm、内面ナデ、外面底部はへラ切り未調整。

21は復元高台径8.4cm、やや低い高台を付ける c

脚付椀 (22) 高台径8.6cm、直に外聞きした高き3.0cmの高台が付く=内面は同転十テ二

黒色土器

椀c(23) 高台径7.2cmの低い高台を付ける=全体的に摩滅していて、内面のミガキも断続的に確認で

きる=

瓦類
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第188次調査表土出土遺物実測図 0/3)Fig.21 

僅かに欠損しているが、ほぽ完形。長さ31.8cm、幅18.6cm。格子の叩きに混じって 7個

の「介」の文字もみることができる。

表土出土遺物 (Fig.21)

須恵器

( 1 -6) 

丸瓦 (24)

復元口径14.3-17 . Ocm。体部外面の天井部の一部が回転へラケズリ、内面は不定方向蓋 3

のナデ。その他は回転ナデ。

蓋(7 ) 小片だが、端部が平坦に仕上げられているため蓋と考えた。天井部外面は回転へラケズリ、

内面は不定方向のナデ。その他は回転ナデ。復元口径15.0cm、器高2.8cm。

町、c(8-11) 復元高台径9.3-10.2cm。高台は方形の低い高台を付ける c 内面底部は不定方向のナ

デ、体部は回転ナデ調整きれている。 9の底部は回転へラ切り 10は底部外面はナデ調整きれている。

7
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n
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11はつぶれたような低い高台を付ける c

皿a(12・13) 内面底部は不定方向のナデ、体部は回転ナデ調整されている。 12は口縁部が若干外反

する C 復元口径16.0cm、器高2.2cmc13は復元口径16.0cm、器高1.6cm。

高杯a(14) 係部の深い高町、で、復元口径23.0cm。杯部の外面底部は回転へラケズリ、体部は回転ナ

デ、内面底部の器面は滑らかである=

鉢(15) 全形が想像しがたいが、浅い鉢のようなものと推測した。外面屈曲部より下は回転へラケズ

リ、それ以外は内外面とも回転ナデ。

壷(16・17) 16は底部で、方形のやや外聞きの小さい高台が付く。復元高台径10.0cm。内面底部は不

定方向のナデ、体部は凪転ナデ。体部外面の底部近くは回転へラケズリ、外面底部はナデ調整している c

17は査の耳部分である。工具によって成形され、径0.3cmほどの孔が開いている C

小査(は18剖) 体部の最大径は10.4化Cαmc外面中位カか込ら下は回転へラケズリとみられる。そのほカか為内外面と

も回転ナテデ、-‘

z斐聖(は19引) 二重口縁部てでで‘許¥‘、小片のため大ききは復元しがたい=内外面とも副転ナテデ許=

土師器

!f、a(20・21) 20は復元底径7.0cm、体部と底部との境が僅かに丸味を帯びる。21は内面底部が不定方

向のナデ、外面底部は回転へラケズリし、板状圧痕を残す。その他はヨコナデ。色調は糧灰色を呈して

いる。復元口径13.6cmc

椀c(22-24) 復元高台径7.0-7.4cm。低い高台を付ける。色調は黄灰色を呈する。

黒色土器

椀c(25) 口縁端部が玉縁状に僅かに外反する。外面底部にはへラ記号がある。内外面とも摩滅して

いるが、俺かにミ力、、キが確認、でき、外面底部付近は回転へラケズリのような痕跡を残す。復元口径15.6

cm、器高6.0cm"

白磁

椀 (26) V類。

試娼調査出土遺物 (Fig.22、Pla.12) 

須恵器

皿a(1) 復元口径15.0cm。内面は研磨きれ、墨痕のようなものも確認でき、硯として利用きれてい

たとみられる

町、c(2) 復元口径13.2cm、器高4.3cm。底部の内側に高台が付く。

大杯c(3) 復元口径24.2cm、器高4.0cm。内面には回転ナデの痕跡が明瞭に残る。外面も回転ナデ

で、器面が滑らかになっている。方形の低い高台が付く。

高町、(4・5) 4は町、部で端部が僅かに外反する。内面は不定方向のナデ、外面底部は回転へラケズ

リ。その他は回転ナデ。復元口径24.0cmo 5は杯部内面には円形に重ね焼きをしたような痕跡が確認で

きる。脚の接続部分はひび割れがみられる。

査(6・7) 6は内面底部に粗い不定方向のナデが施きれている。回転へラケズリを施した底部には

外聞きのがっちりとした高台が付く。復元高台径14.5cmo 7は内面底部が不定方向のナデ、外面下半が

僅かにへラケズリであるがその他は回転ナデ。全体的の丁寧なっくりである。高台に板状圧痕が残る。

土師器

町、a(8) 内面底部は不定方向のナデ、底部は回転へラ切り。体部と底部の境はシャーブで、復元底

径7.8cmc
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Fig.22 第188次調査試掘出土遺物実測図 0/3)

丸底呼c(9) 復元口径15.4cm。内面にミガキb、外面中位が底部押し出しによって僅かに屈曲してい

る。太い高台が付く。外面底部にへラ記号がある。

丸底杯(10・11) 10は復元口径15.6cmo 11は復元口径15.2cm。ともに摩滅が著しいが体部中位で僅

かに屈曲し、内面にミガキbを施す。

須恵質土器

壷(12) 口縁部は内外面とも凶転ナデ、体部外面は細かい制毛目状の叩きが施され、内面も細かい刷

毛目状の当て具痕跡が円をt郎、ている[J径20.8cmc 須恵器の費の可能性も考えられる c
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(5) 小結

今回の調査のきっかけとなった溝状遺構について、試掘調査では南側の肩から約16mで立ち上がりを

確認しているが、今恒lは配管の埋没等で不十分な調査条件ではあったため、北側の立ち上がりを確認す

ることができなかった土時期についてはトレンチの壁が崩壊する悪条件の調査であったため、遺物のj昆

ぎり込みが全くないとは弓い難く、正確な時期を言及することは難し L、。出土量は少ないながらもX.XI

期前後の遺物があるため、最終埋没はその頃とみられが、全体的な遺物量からすると平安時代中期頃に

は殆ど埋没していた可能性が高い。

井上信正条坊案では、この調査地内を右郭十条の東西路が通ると推定されている。今回確認した黒褐

色系土層と灰色系の土砂層の立ち上がりが、条路に関係するものなのかものしれな¥，'"しかし、これら

の落ち込みの堆積状況や現場近くまで氾濫原が広がっていることを考えると、計画的な大溝なのか、溝

が氾濫原に押し流きれたものか、氾濫原、の立ち上がりなのか、それらを決定するには条件が乏しく、将

来の調査を待たなければならない=

V 、調査まとめ

今回の調査した 3地点のうち条坊関連遺構は第187次調査の 2条の溝と第188次調査の段落ちである。

条坊関連遺構の大宰府政庁南門および中軸線を基準にした距離はTab.1のとおりである。条坊復元案の

うち第187次調査の道路が鏡山猛案(註 1)・井上信正案(註 2)の右郭六坊の南北道路、第188次調査の

段落ちは井上信正案の十条と合致する C

この調査地周辺で確認された条坊関連遺構については『条坊IXjで報告されているが、これらの溝の

位胃関係はFig.23の Eおりであるニそれぞれ埋没時期が若干異なるため全く同一時期のものとは言えな

いが、側溝埋没時期が近い第187次調査の南北道路痕跡と第141次調査の南北道路痕跡は、道路聞の距離

が81.5mであることから、井上氏が指摘するように坊路である可能性が考えられる c また、第87・118次

調査の南北道路が、第187次調査南北道路から38.9mとほぼ中間に位置しているため、一条坊内を2分割し

た区割りの可能性があり、井上氏や第199次調査(註 3)でも指摘されているように、条坊一区画内の分

割した区割りの存在を検討する上で貴重な所見を得ることができた。

また、第188次調査のきっかけとなった溝状遺構について、試掘調査では南側の肩から約16m程で立ち

上がりを確認、しているが、今回は埋設配管に当たるなど十分な調査ができず、北側の立ち上がりを確認

することができなかったc 調査時点で・は砂喋の堆積状態から、従来から言われている御竺)11の氾濫原の

一部ではないかと考えていたc しかし、氾濫原である第70次調査で出土した平安時代後期頃の遺物量に

対し、第188次調査で出土した同時期の遺物量が極めて少なL九このことはこの近距離でありながら、そ

れぞれの堆積層が異なる時期のものであることを示すと共にその性格も異なることを予見しているご井

上条坊案では、右郭十条の東西路の推定ラインと合致していることから、第188次調査のSX001は条坊の

東西区割りに関係する遺構の可能性も考えられるご

今回のそれぞれの調査範囲が狭いため、不明な点が多いc 条坊痕跡もその性格がそれぞれ異なる可能

性があり、各復元案と合致したからといって、その案で確定するものではないごよって、この周辺一帯

は氾濫原が広がるため、遺構の残存状態は良いとは言えないが、今恒lの問題点は将米の調査で解明して

L 、かなければいけない=

註 1、鏡山猛 f大宰府都城の研究j風間書房 1968 

ハuqu
 



2、井上信正「大宰府条坊の区割りについてJr条型制研究』第13号

井上信正「大宰府の街区割りと街区成立についての予察Jr条里制・古代都市研究通巻17号j2001 

3、太宰府市教委『大宰府条坊跡20j太宰府市の文化財第60集

1997 

2002 

条坊関連遺構任意中点座標値

遺構番号 位置 遺構中点座標値 南門からの距離 H位

X Y X方向 (m) Y方向 (m)

SD005 検出北端中心 56192.00 -45380.72 -522.258 -554.792 
検出南端中心 56189.00 -45380.88 -525.257 -554.762 N-3

0 

3' 10"-E 
SDOIO 検出北端中心 56191. 00 -45376.83 -523.219 -550.892 

検出南端中心 56187.00 -45377. 10 527.226 -551. 572 N-3
0 

51' 42" -E 
SD015 検出北端中心 56188.30 -45381. 50 -525.917 550.735 

検出南端中心 56185.60 -45381. 24 528.662 -555.248 N-50 30' 1"-W 

SD025 検出北端中心 56194.30 -45380.92 -519.960 一555.015

一 検出南端中心 56193.00 45380.78 -521. 258 -554.862 吐6
0

8' 48" -W 

Tab.1 
第187次調査

方位

W-4
0 

48' 6" -N 
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Fig.24 第70次調査略測図

Tab.2 大宰府条坊跡第70次調査 遺構番号台帳
S番号 遺憾番号 種別 時期 地区

極み 背灰色 l 西側

2 極み 背'*色 1・ 西側

3 ピット 背灰色t: 西側

4 小fl 育灰色 l 西側

5 捕t 宵灰色 l 中央

6 住み .肯色 l 西側

7 様みιしくは段落ら r'tl*-色 t: 両側

8 ピッ卜群 育灰色 l 西側

9 禽み 育灰色t: 西側l

10 溝 育灰色 i 中央

11 種み 育灰色1: 西側

12 構状撞み 育灰色 i 西側

13 窪み群 青灰色 i 西側

14 僅み 宵灰色土 西側

15 時t 淡黄茶恒士 中央

16 趨み群 内灰色 i: 西側

17 構状趨み 肯灰色上 西側

18 構状僅み 肯灰色 t: 西側

19 極み群 濃青色 t 西側

20 構 育灰色 i 中央

21 It、f. 背灰色 t: 西側

22 僅み 青灰色 i 西側l

23 極み 世tI:火色| 西側l

24 産み 骨灰色 l 両側

25 溝 育灰色 l 両側l

26 極み群 S-26→S-22‘ 21 HI*-色 l 西側

27 産み群 育灰色 l 西側

28 産み 青灰色 i 内.側

29 穣み 調理青色 l 中央

30 構 淡黄灰色土 中央

31 寝み群 明茶色砂 中央

32 窪み群 明茶色砂 中央

33 小潟群 明茶色砂 中央

34 極み 育灰色士 中央

36 1島状僅み 明茶色砂 中央

37 窟み鮮 青灰色土 中央

38 種み 青灰色 i 中央

39 種み 育灰色土 中央

41 構状復み 明茶色砂 中央

42 構状僅み 明茶色砂 中央

43 僅み群 育灰色土 中央

44 種み群 明茶色砂 中央

46 種み a壊を含む青灰色士 中央

47 謹み 療を含む青灰色上 中央

48 僅み 青灰色士 中央

49 僅み群 育灰色土 中央

51 盛み群 育灰色!: 中央

52 畠み 育灰色上 中央

53 極み群 育灰色上 中央

54 種み 青灰色土 中央

56 程み 青灰色土 中央

57 極み 青灰色士 中央

58 趨み 漫青色すて 中央

59 糧み 青灰色士 中央

61 程み 棋を含む育灰色 1: 中央

62 極み群 僚を含む青灰色土 中央

63 産み 育灰色 l 中央

64 産み 青灰色i 中央

66 種み 青灰色.1: 中央

67 産み騨 明茶色砂 中央

68 注み群 育灰色t: 中央

69 僅み 育灰色t: 中央

71 寵み 舟灰色 l 中央

72 極み群 .青色 t: 中央

73 復み鮮 育灰色 t: 中央

74 密み鮮 育灰色上 中央

76 僅み鮮 青1灰色上 中央

77 僅み 育灰色上 中央

78 極み 青灰色土 中央

79 僅み 青灰色1: 中央

81 極み群 青灰色ト 中央

82 宿み 青灰色十 中央

83 趨み 濠青色 l 中央

84 極み 青灰色 l 中央

86 極み 育灰色 l 中央・東

87 趨み 青灰色 i 中央・東

88 趨み 背灰色 i 中央・東

89 fl l宇形漫青色 i 東

91 僅み群 .青色 i 東

92 径み群 荷J*-色 i 東

93 産み群 荷l灰色 i 東

94 窟み 舟灰色 l 東

96 極み群 育灰色 i 東

97 謹み 青灰色 i 東

98 僅み 療を多く合む青j火色砂 東

門/』q
u
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a唱E
師

揖14
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シ
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恵
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息

師
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山「 師 締I敏Ji
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qu 

邑旦
日 17

ll吋産隊総|摘

民 IH

| 石 一 息 揖|舷Ji

|1: 師 醤|峠H，小皿位、望、舷Ji
|県色 l 雄日額|舷Ji

川
区
比
也

車

附

器l郎、費、破片

器1*位、舷Ji
倒舷片付)
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日
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E
世

師 験苦ii
山
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恵

師

器l外、費

総l倒氏、破片

磁l敏Ji(l)
顕 J(1<， 舷}j

問
『
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f也
師 和早Ef

S-24 

須 息 揖郎、 .3、費

帥 :lIIltfa、杯、聾

県色 l 器 日 顛 倒

i 師質 i 器 慣鉢

(1 iI:倒舷Jj"(l)、皿舷JiW、敏Ji(1)

自民軸陶器 )<11倒(1)、破1:(1)
l再庵陶棲$:片

11<1ヰ儲:l!I舷)iq

瓦 顕平瓦(無文)、丸瓦(無文)、舷Ji"(縄H)

.fi 担 品石炭

川

F
Eは
-

.I!! 
師

剖郎、畳、舷月

器1*.、体

額l舷月(格1-)‘近院比(織し)
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| 傭 泉 蕪 系 "ill:1椀 :1(1)

:
 
;
 

舷
一
般
一
般
一

一
明
主
総
一
場
一

一
一
一
磁
一

一
恵
一
師
一
一

一
一
一
席
一

Q

J

E

E

-

-

リ

h

E

E

-

-

L
J

一
割
引
一
ト
一
川
一



S 32 S-51 

l!.i 師 lIII1tt官、舷Jj
師 棋倒c、向、(イト)、舷Jj

儀倒舷)j"(I)

$-33 

息

帥 掛舷Jj

S-:14 s 5:1 
虫、 ，也

師 器敏Jj 師 摺体、大何、cワ.舷)'，

w
区
μい-

且t
師

掛l益、健

総Ittト‘ l、皿制、破Jj

刷舷J;-(I)

S-3R 

|1: 師 制tt'a.城、値Jj

|腿巣鶏系舟儲|掛1:1(1) 

|瓦期|磁Jj

518 

1 1・師:rA1峠a、舷Jj

I五一一 .tt 一副聾
|1: 師 総|小皿札舷Jj

|縄県黛系背信|椀 111-1(1)

5-62 

.唱Z
師 器郎a、小皿a、聾×鍋

5-63 

~ 師 器|何盤。
他県窯系i舟硲腕 1(1)

S-61 

師 器ltfa(イト)、費

S-6日

磁|耳者 1113(1) 

S-6R 

息

師 総 tt仁 tf晶、恒.磁Jj

バ“
Tqu 
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耐h
a
t
 

--破
。--
費

-
KJ
 

Z
 

'V一暢!
 
:
 
;
 

舷
一
郎
一
手

総
一
誠
一
顧
ー

同

r
E凶」

息

帥

制 舷)I

E111郎、小皿ι 舷)i

煩l丸瓦(無文)、格 F瓦

正己旦
掛，1i1'.、舷1，
樹禍紬陶器壷(1)

S-83 

須 恵 描畳、舷)i

師 掛i!'a、杯.(イト)‘小皿組、破片

当日 息 質 l 副調 舷Ji

随呆自民系肯 備 1(1)

N 信敏)i(l)

li a椀 :1卜1(1)、舷片付)

IIiI産陶器 皿、 iUi

li 領、ドld縄 11)，磁)i‘且:1

イ1 製 品疎化水

日付7

い 帥 掛|郎、小皿拍(イト)、健、舷II

S H9 

須 a也 器件、同、C，~量3、費、敏)i

師 掃 b干札降、費今、ツ♂ミ

事t ，也慣 l 総鉢

鯨軸陶器舷)I

側 県 鳴 系 舟 6量111舷Ji'(I)

舟 僅~舷);-(1)

li 磁 備 VIII(()，椀敏li(2)、敏li(l)

中川陶:!'A曜日鮮(1) 鉢11(1)

IIiI ，rr:陶:1'6儀)i

'白人事i .oAl， :l'A 制鮮系無紬陶器4
l{ 舶、ドI七九l{(無文)、 ilillUi

R
u
 

q
u
 

5-93 

須 恵 書量 b干c、也、 現

師 書降、郎a、椀r

黒色 1・ 2量 A 額 倒r

J( 昌破片

須恵質 l 摺敏li

背 磁舷}j"(I)

li 樹倒 V-l(1) 

中 l司 陶 畠鉢 IV-l(1) 

l司庫陶棲磁片

瓦 額手瓦(無文、格 F、縄t1)

S-91 

須 .I!! 器郎身、師、費

師 糧郎副、健×鉢

黒色 l 器 H 煩 椀c

他県織系青磁倒:II-b(2) 

n 信皿 IX(I)

中 岡 陶 器B群破片(1)

l司産陶器破片

l司庫磁器破片

瓦 顛被片(栴 n

市
町
-
比
u-

息

師

:1111163、僅

劉i!'c、舷li

頼I~片

S-97 

須 J車 器i!'ワ、費、舷li

1: 師 器師、破片

須恵慣 t: 1II鉢

制東黛系背信傭:1-2(1) 1 l-b(2) 

1'1 liIt倒:VII1 (2)、皿 11(1)

中 l司胸器tJ.C群(1)

l川崎(陶器舷Ii

凶 庫 磁 器 ~片

瓦 額破片

S-98 

須 ，唱E 場師、鑑3、豊

師 密郎砲、係、郎副イト)、小皿a、倒c、費、敏Ii

瓦 醤 倒r

』 直 州 寝 系 青 信 水注1(1)

他県窯系青磁椀 1(1)

，，~安積系舟磁倒I(l)

Ii 磁嶋 1I-l (2)、IV(3)、IV-Ia(l)、 VIXVII (1) 

Ix(I)、椀敏片 (2)、敏片 (5)

皿 VIII(l)、 IX(2)、盆(1)

中 l叫陶器耳者B群(2)，直(1)、日群舷片 (3)

県 軸 陶 器敏)i

l司席陶器常滑質、破片

l同席盛器破片

申 白 人 軍l 忠器 朝鮮系無紬陶磁

1i 鎖、ド1i(怖 f、無文、縄11)、破片

金岡別品 f、1"鉄製品

I!t乱(コンクリート廃棄)

革i 山 縛体、世b、盤、破Ji

師 援 b干a、小皿a、小皿a(イト)、倒c、i1ミ

県色 l 掛 H 顕 倒c 」
須，也質 1: a量鉢

崎県窯系青磁備 II-b(l)、外 :11卜3(()

高 11 青信倒111(1)

li 借倒・ IV(3)、IV-I.(I)、 V-IxVIII-2(1) 

問耳鳴111(1)

1-i 組、ド1d栴子、無文、縄11)、九ji(僚主)

イE '国 ，11，ス 7レイ，、ー

金 属 制 品 ，，~聞1鉄製品



倒ー IV(I)、 V(I)， V-1xVIII-I(I)、ト1XVIII-2(1) 

a
1
・
1
・

佐一
μ川

、一敏

q
J
-

鑑
一
仁

、一椀

郎
一
、

em
一郎

倒 V-IX VIII-2(()、Y-4xVIIト1(1)、敏li'(I)

l皿11-1(1)、"(3)

思破片

顛l手丸{縄 11)

決灰色砂(西側)

須 恵 揖 郎a、郎c、郎、蓋c、益3、盤、鑑4、蓋l

費、鉢、鉢×章、 l止顕輩、輩"

師 曽野a(へラ)、~，，"， 崎、.(イト)、J;f'c、小皿.，

小皿.(へフ)、小皿a(イト)、小皿a2、倒c，主脚

丸底J;f'a、丸底J;f'c、高J;f'?、鉢、型、舷li

瓦 栂傭c

瓦 頼、fl瓦(栴{'，縄11、無主人丸瓦(無文)、.lil

事I .Il!.質 i 器 鉢(篠:柑)、航li

瓦 質 1 器銅 相E鉢 」
J:k 軸胸 敏片

緑紬陶磁掴 敏}i

鍾州寵系宵 倒1(2)、1-28(1)、 11(3)、III?(I)

停卜2(1)

長抄買層系青銅 鐙(I)

側東寵系宵街 倒 1(12)、卜2(1)、ト1(2)、11-.(2)、 l卜b(ll)

11卜2(3)、小倒((1)、東II倒II-b(l)

皿1(2)、体111-5(1)、破片 (3)

同安燕系fIf a 倒 1(1)、 I-Ih(日)， IIc(1)、 111 1c(2) 

III-Ih(l)、 111'10(1)

皿1(3)、破片付)

高麗 Hra  a 倒 11(1)、 111(1)

育 被H(I)

1"1 儲倒1I1h(l)， 11 1(1)、11川、 115(2)、IY(12)

IV-I.(5)‘V(6)‘Hb(l)、 Y-YIII(I)

VI-Ib(l)、 V-4XVIII-1(6)、Y-IXVIII-2(7) 

VIII (5)、IX(2)、XI-Ix2(1)、 X(()

櫛 11(3)、倒舷Ji"(32) 

皿 111-2(1)、 IIXIII(川、 VXYI(2)、YI-Io(l)

YIー1(1)、 V(1)、 VII(1)、 XIワ(1)、 IX(2)

磁片 (2)

合 f轟(1)、世111(1)， #.鍍Ji(l)、 1'1儲舷li(22)

中 1k1陶器 <<頑固 IV(I)、 A群(1)‘敏li¥ 1(#，(1)

鉢 :1(1)、ト Ib(l)、IY-2(()

WitJi"(2)、盤1(1}、盤1-2(1)、 A群(1)、 BIf(1)

C群(的、舷li(1)

背 1"1 樹 壷(1)

陶凶 ~ 陶 租掴
儀Ji"(3) 

般Ji(2)

縄文 t: III鉢

金属製品鉱t事
製 品焼 l¥繍羽I1、 u聖

ィ， 制 品滑イili、鼎噸uJi

ハ

oqu 

棟以色砂('1'央)

禎 車 器J;f'，向、c，皿a、盆3、盆.益c、高降、鑑1.何、身

費、鉢b，鉢?、世×鉢、輩、 <<b‘<<.、

大型、大聖b、彼Ji

師 措J;f'.、向、8(イト)、郎副へフ)、J;f'a(擁付)‘小I皿a

小皿(イト)、小皿b‘皿a、倒c、倒、脚付倒

丸底旬、“‘鑑3‘杷干、竃?、建‘小輩、敏Ji

胤色上越 A 額 倒c

県色 l 器 H 額 備に皿臼

瓦 糧 備c、儀Ji

l 師質3!1鉢

須鹿賀 t 総 鉢.櫨鉢‘1'..11鉢、倒.大豊

瓦賀 :111鉢、情鉢、献脚

鯨軸陶掴倒×皿

I:k 軸陶器皿 9

鍾 州 軍 属 系 青 磁倒 1(3)、卜3(1)， 1-28(3)、1-2.オ(2)、 11(2)

1 3x1(1)、 II2(2)， I1 Ih(l) 

大凶 1-2ウ(1)， 1-2(1)， 11 (1)、世11(1)

嶋県禦 J匹舟 a 椀ー 1 (52)， 1-2(1日、 1-3(1)、ト4(3)、 1-68(1)

11-.(川、 1I← h(51)，11 (1)， 111 (1)、 IYワ(1)

111. 2c (1)， 111.2(1)、l観小椀 xt1'(1l

皿1(2)‘ 1'lliIl舷Ji(5) 

郎日1(1)、111-3(1)、日卜1(1)、 II卜3b(l)

1・4安鶏系向感腕 1-18(2)、卜Ib(l的、ト10(2)、J(t0)‘111(1)

11 1 'Ib(()，倒敏Ji"(4)

皿ー I(的、 11.(2)、1-lb(2)、1'2b(2) 

『高麗青磁倒1-1(1)

宵 信也(1)

(1 磁 椀 1-1(1)、 11(9)、11-1(11)，IIh(l)、 11:1<-(1) 

11 1h(l)、 11-5(1)， IV 1.(61)‘V(l6) 

V-1xVIII-1(2:1)、 V-IXVIII 2(20)、V-1(3) 

¥. 1.<2>、 v2(2)、¥'-2.(1)， V-2b(Z)‘，-;1(1) 

V-1(1)、Y-VIII(7)、YI(I)‘ VI-I.(I)

YI-Ib(l)、 VXYJ{I)、YII(2)、YI/I(I4)

YIII(働 11)(2)， IX 1(1)、 IX(I)， IX 2(1) 

XI 1 l-b(2)、働H舷Ji"(7)、倒破片(189)

皿 11-1(3)、I1X 11 1(20)、VI11-lb(2)、111-2(1)

111-1(6)、IV-2(1)、 Y(3)、町 2.(3)

VI XYII (11)、VI-I(10)、YI-I.(5)、YI-lb(1)

VXYI(3)、町11-2h(l)、 Y111(2)

IX-2(2)、IX-I(IO)、IX(31)、XI(1) 

<< 耳<<(1)，内耳#.111(1)， ~量破Jî(4)、常 11 1 (15) 

小壷(2)，合 F益(2)

倒XIIIX鉢11(1)、鉢11-1(2)、白磁破月(11)

中 I~ 胸器査 耳倉C群(2)、C群舷丹(1)、 B'草破片(1)

耳壷B昨(7)、壷日騨(5)、世IY(2)、lf壷XI(I)

lf<<XIV?(I) ， lf世XIII(I)、 lf<<XII-IO)

'Il舷片(I)

鉢1(2)、卜1(2)、卜1(1)、ト2b(1)、卜Ib(2)

Il-1a(l)、 VIー1(1)

w倣1;(7)

盤 1 (8)、i-2(1)、 I卜1(2)、11(1)‘盤敏1，'(1)

C群儀!i"(5)、BIf破片付1)、A鮮舷!i"(7)，破片付)

宵 rl 借倒(7)、壷(1).合 hl(l)，合 F身(1)‘鍍片(2)

傭人須忠雄朝鮮系無紬陶器広111資

国 産 陶 器師、嵐、摺鉢‘破片、常滑破片

黒 柚 陶 器天日傭(2)

弥 牛一 t: 墨壷

瓦 頼>fl瓦(絡千、無文、綱同、破片)、瓦七、文字瓦

丸瓦(格子、無丈、磁Ji")、崎

1i 製 ，..滑石川低1iワ、イ，厳

金 属 製 品鉱t寧， 1、甲l鉄拠品11

そ ぴ〉 他炭

lトレンチ淡灰色砂(両側)

官同 .也 器J;f'c、郎、費

師 器J;f'a、J;f'R(イ卜)‘師、倒c、破片

瓦賀 t: 器 鉢

.州粛系宵磁郎×皿1(1)， I?儀川(1)

傭泉質系青磁倒 1(1)、lI-b(2)，破II(I)

同安黛系青信倒 1(I)， I-Ih(l) 

rl 磁倒IV(2)、倒依Ji"(2)、皿VXVI(1)，舷1;'(3)

'1' [>1陶欝 鉢1-2b(l)

}( 願、jI.}((嶋(-，縄11)、丸Jd無文)

機灰色砂(東側)

須恵慣 I 密 鉢‘繍鉢

側最黛系青磁傭:1 (I)， 11 h(l)、皿1(1)

1 .. 1安黛系宵 a 椀卜Ib(l)

1， 磁 備 11(1)， 1，(1)、 1'-2(1)、 V-VIII(2)、'2(1)

倒舷1，(3)、nm破片 (3)

皿IV-2(1)、世(1)

向 (1 磁破片(1)

'1'吋陶醤鉢Iつ(1)、費値1;(1)

{， 興 ，¥:， 、ド i、{，



3トレンチ検灰色砂(東側)

須 息 掛外c、費、舷J~

師 魁t!司、備c、.

須鹿賀 1: 器鉢

瓦質 l 盟聾

縄県回世系耐 a備1(3)、II-b(4)、皿1(1)、体III(J)

1・4 安織系肯 a備:1-1 (1)、 I-Ih(l)、皿1(1)

n 磁倒 IV-I.(I)、 IV(2)、V-4XVII卜 1(1)

V-I XVIII-2(1)、倒破片付}

皿IV2.(I)、小雀(1)、 rll~量破片 (5)

中 l同陶罰 鉢Vト10)、鉢B群舷11(1)

聖(1).C群!it!i"(I)
瓦 額、ド瓦(格 f、縄11)、丸.1((栴 f、無文)

排 1:(内側隅)

lh 製品'{i.?

償乱(農業月l水)

須 感 1I1 t!、c、畳、~

師 .，*.、小皿a、小皿(イ卜)、健仁、.

傭泉驚系青磁倒:1(2)、lI-h(2)‘倒舷!i"(I)

1・4 安窯系背信 皿ト2b(l)

rt 硲倒:IV(3)、V(2)、縦樹H(I)

皿 IX(I). rUI:!it片付)
'1' 叫 陶 緑鉢ト1.(1)

J( 額 'Il瓦{格 r，無文)、九瓦(無文)

製 品 焼 I:!曜

Tab.4 大宰府条坊跡第70次調査 土師器計測表

骨灰色士(東側)

「石siiT一一語稲
l 1: 1小皿

「百石冨す1 図昏号

L一一一~
11符 l 穂高 | 底符 I A I 8 I 

l 

A:内底ナデ B:板状圧痕
機fJi色砂(中央)

緬別 器縄 遺物昏月 図書号 11穣 器高 底俺 A B 

小皿b イ卜 R-063 Fig.5-31 (7.6) 1.8 (4.4) X x 

d'Dna R-064 Fig.59 (4.0) 

" イト R-065 Fig.5-12 (7.6) 1.0 (6.0) O 

" " R-066 Fig.5-13 (8.0) 0.9 (6.4) × 

" 
，，? R-067 ドig.5-14 (8.0) 0.6 (6.0) 

" R-068 ~ig. 5-11 (7.6) 0.85 (5.4) 

" R-069 Fig.5-18 (8.5) 0.9 (6.1) O 

" R-070 Fig.5-22 (9.3) 0.7 (7.4) O 

" R-071 Fig.5-21 (9.1) 0.8 (7.0) O 

" イトワ R-072 Fig.5-20 (9.0) 1.0 (7.5) 

郎a(b) R-073 Fig.5-35 (12.4) 2.6 (8.8) 

1/ イ卜 R-074 Fig.5-36 (14.0) 2.35 (9.6) x 

*a " R-075 Fig.5-33 (12.0) 2.5 (8.6) 

R-076 Fig.5-34 (14.8) 1. 95 (11.0) 

小Dn. R-077 Fig.5ー16 (8.4) 0.9 (7.0) 

" イトワ R-078 Fig.5-10 (7.2) 1. 05 (5.0) × 

" R-079 Fig.5ー17 (8.5) 0.85 (6.4) O 

" R-080 ~ig. 5-15 (8.1) 1.1 (6.4) O 
小皿b イト? R-081 Fig.5-30 (7.1) 1.5 (4.4) 

小皿a イト R-082 Fig， 5-26 (9，8) 1. 35 (7.2) O 
R-083 Fig.5-29 (10.0) 0.85 (7.6) O 
R-084 ~ig. 5-19 (8.8) 1.0 (6.4) A O 

*. イト R-085 Fig.5-32 (6.6) 

小Dn. R-佃 6 ドig.5-28 (9.8) 0.9 (8.0) O 

" R-087 Fig.5-23 (9.5) 1.3 (7.4) × 

1/ R-088 ~ig. 5-27 (9.8) 0.85 (7.0) A 

1/ へラ。 R-089 Fig.5-24 (9.6) 0.85 (7.0) x × 

" R-090 ~ig. 5-25 (9.6) 0.7 (8. :1) 

ウ

tqu 
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Fig.25 第187次調査略測図 (1/150)

Tab.5 大宰府条坊跡187次調査 遺構番号台帳
S-番号 遺構番号 種別 時期 地区

187SKOOl 土坑 灰褐色土 平安中期 C5 

2 ピット 06 

3 ピット 06 

4 ピット 06 

5 187S0005 構 暗灰色土 S-25と同一遺構か? S-15→S-5 沼 .XII期 5フイン

6 ピット 05 

7 土坑 06 

8 ピット E6 

9 土坑 B3 

10 187S0010 l構 暗灰褐色土 S-g→S-10→S-20 X.XI期 B. C3 

11 土坑 C4 

12 土坑 C4 

13 構? B5 

14 土坑 明灰色土 F6 

15 187S0015 |準 明灰色士 S-15→S-5 平安 B5 

20 187SX020 氾濫原 茶灰色土

25 187S0025 |溝 S-25→S-20 沼 .XII期 04 

30 187SE030 直1ミ VDI期 E6 
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Tab.6 大宰府条坊跡187次調査 遺物一覧表

直一 息 副耳、世

師 制J;fa

瓦 領|破片

1'1 儲|皿 v(I)

S-3 

，也 総 |型船1
師 :lII1J;fa、依)o

S-4 
師

額丸li(無文)

S-5 

須 息 響飾c、郎、曹、益3

師 調小皿a、何泊、椀c、小皿c、丸底杯a、盆3

聾、破片

黒色t:器 A 顛 蝿‘破片

黒色 t:I量 B 額舷片

瓦 頼破片(格子、縄[0、破片

-li 製 品滑石

緑紬陶揖破片

白 偏憐:[VXX[-I(I) 

上 製 品情羽日

同
庁
巨

師

器禁備V(I)

シ
ぽ
『

E
E

息
師

器l破片

器l倒c、舷片

額l・jl瓦舷片

姻破片(1)

日正 師 器I舷片

器|費、停破片、 <<X聾U縁部

刊

F
E

恵

削l 帯)o

山

F
E住

.I!! 
師 業ま

川
区
比
凶
」

車

師

罷|費、筆3

器lJ;fa、郎、小費

創平瓦(縄 I[)

S-11 

|須 J意提|盆3、昨c

|i 師勝|師、型、般)o'

|黒色 l 器 H 顛l幌Ic?

G
d
 

qu 

S .20 

主i .¥!( 総体《¥省、質、舷)o
制l 総小皿油、何、a、郎、大何、人椀《

!.¥¥色 l 総 A 韻椀《

!A¥ 色 l 器 H矧 倒r、倒

趨州!慣系耐僅 倒:1-2 (1) 

li 頼、ドli(縄11)

イt t:I 1111滑イ1、i.鍋
鰍紬陶器倒、破)o
1'1 僅腕・ 1['1(1)、皿 11(1)、 IV-VIII(I)

皿:1 [-2X IV(I)、舷Ji'(I)

~胤製品 不明鉄製品

S-301大色村.1

l須 J樫

11: 師

Ili 

捌雪E
劉降、傭c.費、現×鉢

盟、ド瓦(無文、機n

日陶
器l材、a、杯r、何、、彼)o
刷、'Vli(縄11)

栂11是額版

!米側色 l

lfi 息 総J;fc、益3、郎、益、費、益c、鑑l

師 :lII1J;fa、怖に何、a(イ卜)‘ w‘破)o‘術c

県色 l 器 A 額 腕、舷)o

!.¥¥色 l 総 H 額 腕c

越州鶏系背liIl椀 [(1)、12ゥ(1)、日(1).舟僅禍彩飾(1)

純良黛系青磁 盤IV?(I)

総軸陶器倒、磁H・
l同席陶:111舷Ji'(I)

1'1 信倒 [-4XXIー1(1)、 IV(2)、IV-VIII (1) 

偶破片側、破片(1)

'1' liiI陶 BB群舷)o'(I)

瓦 額‘ド瓦(縄11.緋 n、丸瓦舷)o 瓦 t

イa 製 品ギF.ii、ィ;1値、滑ィ，
製 M，I t健



Tab.7 大宰府条坊跡第187次調査 土師器計測表

S-5 

繍期l 根崎 遺物番待 凶番り II傾 穂高 低符 A 日|

同ミa R-OOI Fig.15-17 01.1) 1.8 (8.3) 01 
d'[皿a へフ R-002 Fig.15-8 (9.7) 1.4 (8.4) O 

11 R-003 Fig.15-5 (9.6) 0.8 (7.2) 

11 R-004 Fig.15-7 (9.7) 0.95 (7.7) 

倒c R-005 ドig.15-19 (7.5) 

11 R-0Q6 Fig.15-18 (6.9) 

'1'1皿a J、フワ R-007 Fig.15-13 00.0) 1. 45 (7.4) ム O 
11 J¥フ R-008 Fig.15-15 00.1) 1.4 (7.1) 。
11 R-0Q9 Fig.15-12 (9.9) 1.4 (7.2) ム 。
11 R-Ol0 ドig.15-11 (9.9) 1.0 (8.0) 

11 R-Oll Fig.15-14 (10.0) 1. 35 (7.4) 

11 R-012 Fig.15-2 (9.1) 0.95 (6.6) 

11 へラワ R田013 Fig.15-4 (9.3) 1.2 (7.0) {:， 

丸底郎a R-014 Fig.15-20 06.1) 

，1'DIla R-015 Fig.15-6 (9.6) 0.8 (7.7) 。
R-016 Fig.15-16 00.5) 1.0 8.3 。× 

R-017 Fig.15-9 (9.8) 1.2 (7.8) 

R-018 Fig.15-1 (8.7) 1. 05 (6.6) 。。
R-OI9 Fig.15-10 (9.8) 1.0 (7.4) × × 

11 R-020 Fig.15-3 (9.2) 0.9 (7.0) X x 

A:内底ナデ B:板状正痕

晴灰色 1

Tab.8 大宰府条坊跡188次調査 遺物一覧表

|鍾州議系背儲|椀卜1x 1-2. 須 息 器外c、益3、鑑<， ，*-x鉢、費、，*-x型車11緑、舷Ji

帥 総 郎a、倒c、*a、皿a、小皿祖、ツ7 ミ、高峠、杷 F

費、破片、総合

黒 色 1: 器 A 煩 椀c

自民色 i:器 B額 蝿c

.州骨量系青磁 情 1-2 0)、1-5(1)、 I顛杯×倒0)

瓦 額手J{(縄I1、栴 f‘無文)

ィ， I! 品 1;械(県咽イ;)、滑1;1;

緑軸陶栂備c

岡市.陶器俵片 (2)

r! 磁般n(2) 

金属担品 候釘、~状鉄製品

Jo.k褐色 i
須 .11.( 総 体a、何、c、何¥皿?、高U'，高軒、今、轟3、轟《

ツマミ、章、費、 I'!r曲i硯

附1 掛 *a‘小皿.2，嶋C，脚付椀、皿比例、d，ツ J ミ

高b干、W:， w: (角閃1;合む)

製 地 i 器 舷Ji

県色 l 器 A頼 倒r

組州窯系背信 倒 1(1)‘1-1"0)‘I'3x4(1) ， 11 (1) 

瓦 領、ド瓦(無文.縄I1、栴 n、丸瓦(栴 f‘無文)

rk 紬陶器信no)
l同車陶栂破no)
l同庵僅雛破)1'(2)

金属剥 1¥11革状鉄鋼'¥:1，歓.r、鉄製金1l，1I1:I;

器1*<，lDl品、大皿ι 値ムツマミ、益3，~U量、転JH硯

|高師、費、世

器1*-，丸庇T!'c、丸氏*，閥、高郎、費

額|手瓦(無文.縄H、栴 n

nu 
A
斗



写真図版

※遺物写真中の番号は図版番号を示す=

例 i-i2 

/¥  
Fig.番号挿図番号



pla.l 

第70次調査区全長 (上が北)

第70次調在雪降るrJ.'での作業風来 (i1!3から)



pla.2 

第187次調査区全景 (上が北)

第187次調査区から西側を千百む



pla.3 

第187次調査道路状遺機 (上が北)

第187次調査SE030全景 (西から)



pla.4 

， 

第187次調査SE030井戸枠と裏込め石検出状況 (東から)

第187次調査SE030裏込め石断面状況 (束から)



pla.5 

第187次調査SE030裏込め石除去後状況 (東から)

F 

‘・
第187次調査SE030井戸枠状況 (東から)



pla.6 

第187次調:fiSD005上層状況 (市から)

il'¥187次調住SD010t:層状況 (北から)



pla.7 

第188次調査区西トレンチ全景(北から)

第188次調査区東トレンチ全長(北から)



pla.8 

第188次調査区西トレンチ土層状況 (西から)

第188次調査区西トレ ンチ段落ち立ち上がり状況 (西から)



6-69 

7-72 

7-76 

pla .9 

6-70 

7-77 

第70次調査出土造物



pla.lO 

一一J 7-74 

7-75 

10-6 

4-19 

9-10 8-87 

第70次調査出土遺物



pla .11 

14-1 

14-2 

14・7

14-16 

• g， a. 
14-24 14宇 21.， 

14-19 ... 
14-20 

‘・.. • 14-17 14-23 
15-21 14-18 

第187次調査出土遺物



pla .12 

2Cト12

20-24 

第188次調査出土遺物
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大宰府条坊跡 23 

第70・187・188次調査

太宰府市の文化財

70集

宮筒亮一

太宰府市教育委員会

福岡県太事府市観世音寺 1丁目 1番 I号

2005 (平成17)年3月31日

条幼 ふりがな コード 座標 開査期間

I鏡山推定案1 所在地 市町村 遺跡番号 X Y 開始 終了

太宰府市

-b郭9条4・5坊 通古賀2・5丁目 402214 210050-070 56198.68 -45285.35 19880212 19880301 

太宰府市

右郭9条5・6幼 通古賀2丁目 402214 210050-187 56189.0 -45381. 0 19961203 19970109 

太宰府市

右車119条5幼 通古賀5丁目 402214 210050-188 56156.0 -45333.0 19961203 19961222 

遺跡種別 時代 主要遺構 主要遺物

都域跡 平安・鎌倉 氾産原 須恵器上師器陶磁器瓦

灰軸陶w 緑紬陶器縄文土器

都城跡

都峨跡

平安 井戸、土坑、構 須恵器土師器陶磁鐸瓦

石僻緑紬陶器

奈良・.!jl安 時t 須恵器土師器陶磁器瓦

円面硯

太宰府市の文化財 第70集

大宰府条坊跡23
-第70・187・188次調査一

平成17年 3月

編集太宰府市教育委員会
発行太宰府市観世音寺1-1-1

印刷大同印刷側

佐賀市久保泉町大字上和泉1848-20

開査面積 関査原因

m
2 

400 区画整理

173 底舗建般

63 確鶴岡査

特配事項
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